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ペロブスカイト太陽電池の作製プロセスは大きく二つに分類される。ひとつは溶液法で、主と

してスピンコーティングが用いられる。低温成長で低コストのため、多くの研究がなされており

20％を超える高い変換効率が実現されている。一方、もう一

つは気相法であり、真空蒸着や CVD が用いられている。気

相法の特徴は膜厚の制御が容易であること、膜質の再現性が

高いなどの特長がある。また従来の半導体成膜技術および設

備を活用できる利点もある。本研究では真空蒸着と熱処理を

組合わせた気相法によるペロブスカイト太陽電池の作製を

試み、工業化を目指した作製プロセスとして紹介する。 

図１に本研究で採用した気相法をベースとした作製プロ

セスを示す。基板洗浄後に PbI2膜を真空蒸着し、その後ヨウ

化メチルアンモニウム（MAI）雰囲気で熱処理し、ペロブス

カイト膜に変換した。さらに、電子輸送層としての C60と陰

極となる Ag を真空蒸着して太陽電池を完成させた。なお、

各プロセスは実験室にある既存の装置を用い、各プロセス間

では膜を大気に晒す条件下で太陽電池を作製した。 

作製した太陽電池の構造は、逆構造プレーナー型であ

る。当初、作製した太陽電池の変換効率は低かったが、

MAI 熱処理条件を検討することによって図 2 に示すよ

うに約 12％の変換効率を有する太陽電池を作製するこ

とができた。会議では作製プロセスの詳細と、改善した

MAI 熱処理条件とペロブスカイト膜の評価結果につい

て報告する。 
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